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漢民族の講音民俗
周　　星＊
　以前，本を読んだら，漢民族の日常生活におけ
る譜音現象に目がとまり，とても興味深いものだ
と思った。1990年，江蘇省の常熟と蘇州，断江省
の金華と麗水などでフィールドワークを行なった
時，江南地方の民俗によくみられる譜音の事例は
再び私に深い印象をつけてくれた。本文では，漢
民族の諾音民俗について若干の分析を試み，専門
家の諸先生の御指導をいただけたらと思う。①
　江南地方の民間において，講音現象は民間伝承
のさまざまなレベルと類型に広くみられるもので
ある。例えば，年中行事，衣食住，人生儀礼，生
産，交易，口頭伝承，民間信仰では，講音の原理
はよくはたらいており，また譜音はかなりの程度
で民俗の構成要素としての機能を果しているので
ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　bO　o且i　常熟市阜琉郷上塘村では㌧元日，藻莱（ホウレ
　　　　〔lm　oai　　　　　　　　　qmgンソウ），芹莱（セロリ），青莱（野菜の一種）を
　　　　　　　　　　　bO　　b百食べる古い習慣がある。疲と巴は方言では譜音で
　　　　　　　　　　　　　b百b百あり，渡菜を食べることは「巴巴結結」，すなわ
ち一年中浪費言しないようにという気持ちを表わし
　　　qm　　qmている。芹と勤は譜音で，芹菜を食べることによっ
て，「勤勤倹倹」（勲勉で倹約する）という暮らし
　　　　　　　q1ngの原則を表わし，青菜は切断しないで料理するわ
　　　ch自ng9色ng　　　　　　　　　　　　　　ch自ng　oh身ng
けで，「長庚菜」といい，常と長は譜音で，めで
たい言葉の「常常青」につながり，一年中食べ尽
くさないという意味をとるのである。旧正月の一
日目に，団子とうどんを供えて，かまどの神様に
感謝する。うどんは円く巻かれお碗のなかに置い
てあり，「家族団らん長寿麺」になる。団子とう
どんは団らんと末長いことを意味している。正月、
　　　　　hOntOn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t血n　　　du1
＋五日に「鰻鈍」（ワンタン）を食べる。鈍と堆
は講音で，観鈍を食べることには「堆財」（財産
を積み上げる）の願いが含まれており，「堆財鰻鈍」
ともいうのである。白苑では，昔，年越しの民謡
　　　　　　　　　ch色ng　xjngに「画米固，貼招財，秤星甘蕪起飯山」（米倉を
かき，福の神像を貼り，はかりとサトウキビで山
ほどのご飯を担ぐ）’というものがあった。その中
　　ch色ngxin厘　　oh昌nxin
にある秤星と称心は諸音で，秤星プラス甘薦は「称
心如意」（思うままになって満足であること）と
生活の「節節高」（だんだんと向上する）の期望
を表わしている。九月重陽節（菊の節句）に関し
　　　ji血　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9呂o
ては，「九月九，九九重陽人長寿，毎人吃塊重陽樵，
　　　　9百o人人去登高，寿比南山万丈高」（九と九が重なる
と人間は長寿になる。人々は重陽節のお餅を食べ，
山に登ると，寿命は南山より万丈も高い）という
　　　　　　　　　　　　jio　jio　蜘　鯛o民謡が民問に伝わっており，九と久，樵と高は諾
音で，民俗事象の構成要素としての講音の役割は，
この歌謡に端的に現われている。
　　　　　　　　　　　g吾Oyu自・　　　　鯛O　蘇州の人は旧正月に年樵圓子を食べ，高興団圓
（喜んで一家団らん）を象徴する。上元節（旧暦
　　　　　　　　　　　　　yu餉一月十五日）に関しては「上燈圓子落燈1樵」とい
う言葉があり，意味は同じである。中秋節に食べ
る月餅は満月の形をしているので，同じく一家団
らんを表わしている。冬至の夕食は家族そろって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yo食べる。肉団子は「団圓」（団らん），といい，魚
　　　　yoは「吃有余」（食糧は余りがある）といわれるよ
うに，料理の呼び方には象徴的な意味が含まれる
※北京大学社会学人類学研究所副教授
①講音：字音が同じあるいは近いこと，ごろあわせ
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ことが多い。大晦日の夜，親は子供に「圧歳盆」　　　　に使われた形さまざまなちょうちんは村の新婚夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　jo　li（年越しのお皿）をあげる。そのなかに桔子（み　　　　婦或いは長年不妊の夫婦に配られる習慣があり，
　　　　li　　　　　　　　　　　　　　　　　jO　　　　　　　　　　　　　　　dε㎎　　　di㎎かん），嘉枝（ライチ）などが置かれている。桔　　　　「送燈」と呼ばれる。「燈」と「丁」（男子）は譜
1i　　　　　　　　　　　　ji1i
嘉は諾音によって「吉利」（縁起がいい）を表わ　　　　音で，一日も早く男の子に恵まれる祈願の表われ
している。①「安楽菜」は除夜の料理に出るもの　　　　である。龍燈が村に入ると，村の大人は飴を贈る
であるが，その中に茄子がよくはいっている。茄　　　　ことを要求され，これを「分子息」といい，多く
　　　　　　lud　　　　　　　　　　　　lu凸　　　　　　　　　I虐
子の別名は「落蘇」で，「落」と「楽」は譜音で，　　　　の男の子が生まれるようにという祈りである。燈
新しく迎える年は安らかで楽しい年であるように　　　ろう大会では，燈ろうが多く，みごとに作られた
という祈願を表している。②揚州地方では，年越　　　　家は，男の子が多くて健康である家とみられてい
料理として，必ず安豆（宛豆豆の芽）を食べる慣習　　　　る。浦江あたりでは，一月十五日の夜，円形の麦
がある。「安安穏穏」（平穏無事）の願いがこめら　　　　餅と饅頭を食べる習慣がある。饅頭には，「発」（発
れているのである。　　　　　　　　　　　　　　　酵のこと）の意味が寓せられており，「子孫が発
　金華あたりでは，昔，旧正月の一日目に祖先祭　　　　達していて家族団らん」が表わされている。元宵
　　　　　　　　　b百i祀を行うとき，必ず柏枝（檜の枝）を折って祖先　　　　節の夕食後，「爆元宵」の風俗習慣があり，落花
　　　　　　　　　　　　b邑i像の前に供え，「一年到頭，百事湊頭」’（一年中万　　　　生や瓜子（西瓜や日まわりの種）などを強火で妙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9壇ng事順調であるように）と祈る。旧正月の間，「年糞」　　　　め，「生子」（男の子を産む）という意味を表わし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　gεng（旧正月に食べるおつゆ）を食べる。糞と耕は譜　　　　ている。龍漉では，立春の日に報春儀式が行われ
音で，毎年のように耕作ができ，耕作が順調であ　　　　る。食卓に飯甑（ご飯の入れ物）が置かれ，その
る意味を表わしている。武義あたりでは，「毛芋糞」　　　　中にご飯がいっぱい盛られている。この祭りの主
　　　　　　　　　　　　　　　　y血を食べる習慣があり，それは毛芋（里芋），夢1メ（大　　　　旨は「春の神様が万万（飯）年も守ってくれるよ
　　qi㎎　　　　・h面
根），青菜，番薯（さつまいも），うどん牽煮てで　　　　うに」ということである。飯甑の左側と右側に，
　　　　　　　　　yO　　　　　　　　　qmg　　　　　　　　　　　　　　　fOきたものである。富裕（裕福なこと），清白（人　　　　青野莱と豆腐がそれぞれ置かれ，豆腐の上に梅g
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zhO格に汚れがないこと），青健（若くて健康なこと），　　　花，松と檜の枝，竹の枝が挿されている。清潔で
shOn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f血　　　　zO
順利（順調のこと），長寿などめでたいことを意　　　　青々としていて，しかも富と足（豊かであること）
　　　　　　　　　　　　zδn9味している。地方によって，綜子（ちまき）を食　　　　を意味している。金華では，清明節に，子供は頭
　　　　　　　　　　　舳㎎　　　　　　　　　　　　　　　　co㎎　　　　　co㎎べるところもある。年年有種（毎年耕作ができる　　　　に葱を挿したら聡明になれるという俗信が信じら
　　　　zhdngこと），有種有収（種まきをし，収穫になること）　　　れている。義烏では，農村の女性は赤ん坊を抱い
というような縁起のいい意味をとるのである。武　　　　て，近所の家をまわって，「清明螺」をもらう慣
義あたりでは，天地の神様を祭るとき，供えた肉　　　　習がある。俗語でそれを「討清明」（清明節のも
　ku自i
に襖子（お箸）が三本挿され，そばにきっ先の上　　　　のをもらう）といい，一清明と聡明は方言において
向きの包丁が置かれる。検は快（速い）と講音で，　　　　講音である。東陽あたりでは，清明節に生まれた
　　　ku自i包丁は開の意味が寓せられているから，「快開」（年　　　　子が「聡明な児」であるため，清明節の出産は一
がはやく開ける）の意味を表わしている。東陽，　　　　番良いとみなされている。五月五日は端午節であ
浦江では，元宵節の「籠燈」風俗として，「拉燈」，　　　　るが，四日にお祝いをすることが多い。四と喜は
つまり龍の頭を地面に引き落とすというやり方が　　　　譜音で吉になる一方，五と無は譜音で不吉とみら
　　　　　　　　di　　　di　　diある。これは「及第」（第＝地，官吏の採用試験　　　　れ，五を避けて四にするわけである。衡州，金華
に合格する）という意味を象徴している。東陽地　　　　では，端午節になると，子供は桃の形をした香り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ji　xin方では，元宵節の「衝燈」の後，「龍頭」　　　　のある飾り物を胸につける。「鶏心袋」と呼ば
　①『蘇州民俗』蘇州民俗博物館編中国民間文嚢出版社，！986年
②『江蘇歳時風俗談』p．ユ08，江蘇古籍出版社，1985年
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　　　　　　ji　xi㎎れる。鶏心は記性（記憶力）と講音で，つけるこ
とによって，記慮力がよくなると伝えられている。
　　　　　　　　　　　　　泌O　　　　　　　　娩O立夏の慣習として，金華では棄を食べ，早く豊作
　　　　　　　　　　　　　g直ng　　　　　lになるように祈り，江山では，菱（おつゆ）を食
　　g酎gべ，耕作が始まるという意味を表している。大晦
日の夜，旧正月の準備として，金華あたりでは，
窓に切紙細工の飾りを貼る慣習がある。その模様
　　　　1血　　　　　　　　　　　　　　fo
には，粟鹿（おおしか），蜆幅，白鶴と喜鵠があり，
　　　　f血　　1血それぞれ福，緑，寿（長生き），喜の意味が含ま
れている。東陽のあたりでは，除夜の食事に，豚
　tOu　　　　　　　　　　　　　ch邑ng　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oh自ng　t611
の頭の肉と豚の腸が必ず登場し，「有長頭（生活
が向上する）を表わしてい乱衡州あたりでは，
　　　　qmg　yO肉団子と青魚が欠かせないものとされ，「清潔有
yo　　　　　　　　　yo
余」（清潔で余裕がある）ということは願い事で
ある。浦江あたりでは，除夜に外から帰ってきて．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y血家族全貝で軽食をする場合，食べ物はほとんど芋
　　　　　fan　　　　　　　　　　　　　　　鯛o
カ（里芋），番薯（さつまいも），年樵（お餅），
　　　　　　　　　　　yoうどんである。それぞれ余（余裕のあること），
f肋　　　　　　　　　　　　　　　鯛o
翻身（立ち上がる），高昇（向上或いは昇進），長
寿の意味を表わしている。
　江蘇省呉県勝浦前戴村では，女性の衣服の飾り
には，譜音という象徴表現がさまざまな吉祥の模
様を通して生かされている。結婚式に，花嫁の穿
　　　　　　　　yo　　　　　　　　箇㎎　f血　　9皿iいた花模様の靴は玉蘭（木蘭），海業，芙蓉，桂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y血花（もくせい）の花模様によって構成された「玉
舳㎎io即i　　　　　　　　　　　揃　　舳　　　　　　　　qi堂富貴」靴であったり，蠣幅，芙蓉，双桃，牽茅
　　　　　　　皿色j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fO　shdu　q王皿百i
（クロクワイ），梅の花から構成された「福寿斉眉」
靴であったり，梅，蘭，竹，菊，千年葉（万年青）
から構成された「梅蘭竹菊」靴であったりする。
これらの模様は，長寿，末長，満足などのめでた
い意味を象徴している。前戴村の幼い女の子と少
女の靴はほとんど「園周花」或いは「小妹壮」の
　　　　　　　　　　　　　　　　　1如模様がついている。「園園花」は蝶と花藍ででき，
園と藍は呉方言で講音で，園園は幼い女の子に対
する愛称である。「小妹壮」は芙蓉，ジャスミン，
満開或いは半開の梅の花でできている。呉地方で
　　　　　　　　　　　　　m創　　皿｛iは未婚の女子は小妹と呼ばれ，梅と妹は講音であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　zhOる。年輩の婦人の靴の花模様には「上山祝寿」，
　　　・繧㎎fO　　　　　〔h色H1n「年年増福寿」，「威世称心」（世間で尊敬され，
　　　　　　　　　　　　　　　zh0思うようになること）などがある。竹，竹の子で
zh0　1h帥　　　　　　　　　z芭㎎　　fO　fO　ch直㎎祝，榛子（ハシバミ）で増，蠣幅で福，秤花（は
　　　・h色㎎qi皿9　　　　　　・i・かり）で称，蜻挺（とんぼ）で心（蜻は呉方言で
心と同じ発音である）を表わしている。双桃と千
葉青（オモト）は長寿の象徴である。金華の古い
　　　　　　　　　　　　　　　　gui慣習として，刺緩のまくらに石榴，桂花（もくせ
　　cOngい），葱などが縫かれている。粁（＝種）が多い
　　　　　　　　　　　　　　　　gui果実は多くの子に恵まれるとされ，貴子は子ども
　　　　　　　　　　z6n9　　　！Ongが富貴になることと，・葱は聡明であることと諾音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ouである。蘇州の伝統的な女性の衣服にも，璃（蓮
　　ou　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yo　y血
根，偶つまりペアと譜音である），魚（余と講音），
m色i　m色i
梅（妹と講音）などの吉祥の模様がついているの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9昼o　　鯛oが多い。結婚式に穿く「福寿斉眉」靴は踏樵（高
と譜音）靴とも呼ばれる。
　江南各地の民俗において，講音原理がその機能
を生かしているゆえに，日常の食物はかなり儀式
化されている。そのなかに，樵（お餅），糞（お
つゆ），饅頭，うどん，団子，魚，豆腐，青野菜，
卵，落花生，嚢，桂元（ニッケイ），嘉枝，西瓜
の種，蓮根，石榴，葱などは代表的かつ普遍的な
も・のとして挙げられる。普通の飲食物は講音に
よって儀式化され，吉祥の意味のあるものとなる。
それは祝祭日，祭りなど非日常的な場面において，
最もはっきりと表われている。食文化の内容は譜
音によって豊かにされ，民間の年中行事もロマン
チックな趣きに富んだことになるのである。
　常熟白苑では，家を建てる儀式に際して，師匠
が歌う「上棟の歌」には，譜音の表現がたくさん
出ている。上棟式に高く投げ上げられる，樵，饅
頭，喜蛋（めでたい卵），さとうきび，飴には，
　　　　　　　　　　　　　　g百O　鯛O象徴的な意味が含められている。樵と高は譜音で，
饅頭は家を発達（発酵のことから転じて）させる
意味，飴などは甘味のある幸わせな生活，卵は生
育の比瞼的表現となる。新しい家ができあがった
後，むな木に「発禄」と書いてある護符が必ず貼
られ，「家が発達する」という意味が託されている。
白弗郷萎淫村では，上棟式に際して，爆竹を6回
　　　　　　　　　10　　　　1血　　　　ba　　　f昼
或いは8回鳴らし，6は禄，8は発と諸音である
　　　胞　1血から，「発禄」という期待をかけ今。金華地方では，
上棟式に，「まずわが家を繁栄させる」という儀
　　　　　　　　　　　　　　oh独！O皿g禮があり，主人はむな木の両端に長綜（長形のち
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　　　　　　　　　　　zOng　ch自ngまき）がかかっている。「宗長」（宗族或いは家系
が長続きする）というめでたい意味が含まれてい
る。衡州あたりでは，分家する時，飯桶の上に生
花を一束，嚢を数個，紙幣を5枚置く慣習があり，
俗語で「五代栄華」（華＝花）と称する。東陽あ
たりでは，新しいかまどができた時に，もち米を
　　　　　　　　　　　胞　　　hu吾はじけさせたものを，「会発」（花になる）といい，
家を発達させていく意味である。
　江南地方の人生儀礼にも，譜音表現がしばしば
用いられている。常熟の白琉では，子どもの歯が
入れかわる時，下歯は屋根に投げられ，上歯はベッ
ドの下に置かれ，新しい歯の成長方向が講音で暗
示される。白弗萎淫村の家では，さなだ状に編ま
　　　　　cOngれたわらと葱が一緒にしばられたものがみられ
　　　　　　　　　　cOn9る。子どもの無事成長，聡明になる祈願を象徴す
るものである。昔，当村の結婚式では，嫁に行く
　　　　　　　　　　　　　証h帥9人は，花かごに乗る前に「踏蒸」（お餅を蒸す蒸
籠の枠を踏むこと）という儀式を行ない，それは
これからの生活の「蒸蒸日上節節高」（日増しに
向上する）を意味する。結婚式がすみ，新郎が新
婦の手を取り新婚夫婦の部屋に案内する時，「伝
d邑i
袋」，すなわち新婦に交替して移動している三つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　d自iの米の袋の上を歩かせる儀式を行う。「代代伝好
代代伝」といい，代代継承の願いが表わされてい
る。新婚夫婦が共にするはじめての食事に出た料
理はそれぞれ言われがある。例えば，ナマゴを「弩
　　　　　　　　　　　　　d面割1頁」（順調の意味をとる），「猪肚子」（豚の胃）
　　duむを「多子多孫」という。子孫桶とふとんの中に，
赤い卵が5個ずつ入れられ，「五子登科」（息子は
5人とも官吏の科挙試験に合格すること）を象徴
しており，男の子を比楡する卵は，お祝いに来た
人々の争う対象となり，手に取ったら吉とされる。
金華などの地方では，鶏のはじめての卵は貴重な
ものとされ，ふつう，嫁或いは未婚の娘に食べさ
せる。早く貴重な男の子を生むようにという願い
による習慣である。蘇州の古い習慣によれば，結
婚の儀礼に，「納徴」と呼ばれる項目がある。男
の家は女の家に銀地に金をメッキした「求」の書
いてある板を一枚贈り，そのほか，兎の毛で作ら
　①『蘇州民俗』蘇州民俗博物館編
　　bi　　di㎎　　　　　　　　　　　　　bidi㎎れた筆，金錠（金の塊り），如意を贈る。「必定如
意」（きっと気に入る）という意味を表わしている。
　　　li　　gui　　h血　　　　　　　　　　10　9ui贈物の嘉枝，桂元，胡桃（クルミ），嚢は富，貴，
　甘’
吉利（吉祥）を象徴しているものである。新婦が
夫家に着いた後，家族全貝はそろって甘い団子と
工i自n
蓬心（蓮の実）を食べる。「団団圓圓心連心」（一
家団らんで，気持がつながっている）の意味をと
るのである。新婦は足が直接にゆかにつけず，「伝
袋」の儀式を週して新婚夫婦の部屋に入る。部屋
の中には「発禄袋」，「瓜廠綿綿」（瓜がつぎつぎ
にはえて絶えない），「必定如意」，「吉慶有余」（め
でたい事が多く生活の余裕がある）などの飾り物
がかかっている。その多くは譜音で縁起のいいこ
とを表現している。新婚夫婦のベットの上に，赤
い紙に包まれたサトウキビ，はかりの竿，如意が
置いてあり，新郎はサトウキビ或いははかりの竿
で新婦の差頭（花嫁の頭にかぶった赤い布）を取っ
た後，二人で合番酒（盃を取りかわして飲む酒）
を飲む。ここに男女結合が暗瞼されている。①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五〇ng　金華地方では，昔，婚約後，祝祭日に互いに綜
　　　　　zOng子（ちまき，宗とは譜音），赤い卵，ニンニク（男
　　　　　　　　　　　　　　　ouの子が多いことを意味するもの），籍（蓮根，吉
　　　　凸uとされる偶とは譜音），サトウキビ（生活の向上
を象徴するもの），月餅（団らんを表わすもの）
を贈る習慣があった。花嫁を迎えに行くとき，男
家は花嫁の化粧と照明及び親戚や近所から贈られ
　d直皿g　　dlng
た燈（丁＝男の子とは講音）をともすために，赤
いろうそくを届ける。武義あたりでは，子孫桶を
用意しておくのは欠かせないことで，桶に入れら
れた落花生と瓜の種は子どもの誕生を意味してい
る。花嫁の乗る花かごには，「百子千孫袋」，「子
孫袋」或いは「お菓子袋」が置かれ，袋の中味の
落花生，瓜の種，銀杏，みかん，石榴，2個の赤
い卵は譜音で，「百子」（男の子が多い）に恵まれ
るようにという願いを表わしている。開化あたり
の「突嫁詞」（嫁に行く前，泣いて歌う別れ歌）
には，「落花生を贈り，夫家に根づき根を増やそう。
赤い袋を贈り，代代と伝えていこう」というよう
　　　　　　　　　　　　oh色㎎な句がある。武義の，新郎が秤（はかり）の竿で
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　chξng新婦の蓋頭をとるという習慣には，これから「称
心如意」（満足していること），また，はかりの刻
み目のように子が多く恵まれる祈願が内包されて
いる。東陽あた’りでは，結婚披露宴の新婦の食事
に，生煮えの肉があり，子を生む「生」にかけて
いる。金華あたりでは，近所の人々は結婚祝いに
　　　　　　　　　　　　　　　　Z孟O新婦から「七字果」をもらう。赤い棄，クルミ，
li　　帥　　　sh芭㎎　　刎　u加嘉枝，桂元，花生，瓜子，蓮子（蓮の実）とジう
　　　　　　　娩o丑一　　　　　　　　　　　　　　　副別
七種類の菓物は早千（早く子に恵まれる），貴子（貴
　　　　　1i邑n　　sh…ng　zI
重な子），「連着生子」（次次と子が生まれる），吉
1i　　即i
利富貴の意味を表してい私お祝いに来た客が
帰った後，新郎新婦は卵と砂糖入りのお茶を飲む。
そのお茶は俗語で「子茶」、といい，「子ができる」
ことを意味している。①そのほか，江南では，嫁
入り道具の布団と枕に，石榴，木せい，葱，麟麟，
和合神，鯉などの吉祥の模様が刺緩されているの
がよくみられる。林躍華教授の記録によると，福
建省閲江中流の農村では，昔，新婦は結婚式に夫
家の家族へ「五福袋」を贈る習慣があった。その
　　　　　　　　娩o　zh…n中には，落花生，赤轟，榛子（ハシバミ），瓜の種，
　16ng　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　娩o
干龍眼が入っている。地元の人は，それは早子，
z亘ng
増子（子の数が増える），多子，龍子（貴い子）
の意味だと解釈している。②
　常熟の白坊郷山淫村では，親戚と近所の人が葬
式の手伝いをすることが「豆腐を食べる」とよば
れる。豆腐によって「自」喪（弔事）を表現する。
金華などの地方では，死者の枢を平らに墓に置く
ことが要求され，それによって，子孫は公平に死
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i餉者に守られるといわれる。蘇州では，弔事の連続
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i自n発生という不吉を避けるために，葬式に魚建魚を食
べることはタブーである。金華あたりでは，81歳
に亡くなることが不吉だとされ，起こったらつぎ
の世代は乞食になってしまうといわれる。あいに
くぶつかった場合，譜音の方法で解決する。即ち，
その翌日，死者の息子夫婦はぼろ服を着て，近所
の家をまわってお粥を乞う。粥と足は譜音で，つ
ぎの世代が十分な食べ物をもらっているというこ
とである。そのほか，金華地方では，「三をお祝
　①’『金華地方風俗誌』，章寿松編
いするが，四をお祝いしない」という言い方があ
り，四と死は譜音だからである。それゆえに，四
十歳の誕生祝いは避けるべきだとされる。
　生産，交通，商業交易においても，譜音現象は
普遍的に存在している。永康あたりでは，一農民は
苗植えの時期に，ちまきとおもちを食べる習慣が
　　　　　zbng　　－On9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9…io　　　9副o
ある。「粒粒種（綜＝ちまき），年年樵（高）」の
意味をとるのである。浦江では，蚕に餌をあげる
前に…女性はまず髪をくしけずろ。くれによって
　ql　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ql　　q1「髪気」（髪の毛を立てること。気＝起，蚕が起き
あがること）を表わし，蚕が怠けたり死んだりす
ることがないようにという願いがこめられてい
　　　　　　　　　　　　　ji肋g　　　　　ji邑㎎る。養蚕地の枕嘉湖では，生姜が「辣1娯」，醤油
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ji加gが「顔色」とよばれる慣習がある。姜と醤は侵（体
が堅くなる，死ぬこと）と諸音であるから，タブー
となる。蝦（えび）が「蛮転」（まがるもの）と，
cOng　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ohOn宮
葱が「香火」と呼ばれ，それぞれは浮腫と衝（衝
突）というような養蚕の忌みと同じ発音のため，
　　　　　　　　　　　　　　　　　y罰㎎d色㎎y帥g言い方が変えられる。桐郷あたりでは，秩模，秩
昌亜n
傘（苗傘）はほかの嫁入道具とともに夫家に届け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　y罰㎎日unてはいけないと言われている。それぞれ「秩鈍」
　　　　　　　　y邑ng　s且n（成長がのろい），「養散」（成長が悪い）とは譜音
であるため，苗植えの時期に夫家に運んでくるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y盆とになる。金華常山の山岳地帯では，厄除け，芽
　　　　　　　　　　　胸1萌えの順調と穀物の根の発達を祈願することか
ら，田植えの後，畑の畦で桃の枝と柳の枝を挿し
　　　　　f吾こんだり，発樵（小麦粉を主原料とする蒸菓子），
　　　y自卵，豆芽（もやし）を食べたりする。衡州あたり
では，「過四不過五」のしきたりが守られている。
四は「四季発財」（年中金運に恵まれる）に通じ，
吉の数字とみなされるのに対し，五は衡州方言の
「煽」（便所に行くこと）と同音で，上品ではない
とされる。そのため，旧暦五日，十五日の祝祭日
は一日早めに，四日，十四日に行なわれることに
　　　　　　　　　9帥gなる。金華では，昔，庚日，辛日を避け，吉日に
　　　　　　　　　　　　　　9餉g酒を醸造する習慣があった。庚と糞は譜音で，辛
は転じて酸っぱいという意味になり，糞の酸味は
酒の醸造にとって忌みなためである。呉県太湖
②『金翼一中国家族制度的社会学研究』p．38－40林躍華著，三聯書店1989年
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郷では，船の進水式に，漁師はもち米で作られた
鯉，石榴，秤（はかり），葱，’万年青，竹の子を
船倉に置き，譜音でさまざまな吉祥の願いを表現
　　　　　　　　　　　　　　　　foする。舟山では，漁船の進水式は「赴水」とよば
　　　io’
れ，「富庶」（裕福であること）に譜音しているか
らである。呉の中部地方では，水上生活者はタブー
　　　　　　　　f百皿を避けようとして，帆を抹布（ぞうきん）と呼び，
zhO　　　　　　　li　　　　　　　　　　s至n
箸を模と，梨を圓菓物と，傘を竪笠とよぶように
　　　　　　　　　　f肺　　　　　2h血　1iなっている。それぞれ翻（転覆），住，離（分離），
s自皿
散（離散）と諸音である。寧波では，伝統的な広
告の方法として，店主の氏名或いは屋号がのれん
に使われていることがある。例えば，葛年成酒屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9…の場合，方言による諸音が利用されている。葛と
g色ch色㎎ch餉
隔，成と陳は譜音で，店主の名前「葛年成」を「隔
年陳」（前年に貯蔵した古い酒）と巧みに名づけ
　　　　　　　ji畳皿g　…i96uている。有名な「江阿狗湯団店」（江阿狗は名前で，
　　　　　　　　　　　　　　　　鯛ng湯団とは米入り団子）の場合，看板に紅（かめ），
ya　9δu鴨，狗（犬）が描かれており，譜音表現が一目瞭
然であり，人々の足をとどめる効果をえている。
商人の金の数え方として，自分に向けて札を数え
るのはよしとされ，外向きのやり方はタブーであ
　　shO　　sh竈る。数は輸（損する，負けること）と講音である
ため，輸の運を自分のほうに招いてはいけないわ
　　　　　　sh色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田h色けである。豚の舌を売る時，商売のタブーの折（損
失を蒙ること）と譜音であるため，それが「嫌頭」
と呼ばれるのである。
　台湾の旧正月料理には，大根，魚肉団子，鶏な
どが必ず出てくる。大根は闘南方言で「菜頭」と
　　　　［乱iよばれ，「彩頭」（宝くじにあたること，．幸運）と
　　　　　　　　　　　　　　　　　ji　　ji邑講音であり，大吉とみなされている。鶏は家と講
音であり，家を隆盛にさせるという意味はその中
に寓されている。魚肉団子は家族の団らんを象徴
しているものである。
　　　　　　　　　　　　　　　sh帥gc自i　広州では，旧暦一月二十六日に，「生菜会」（野
菜を賞味する行事）が行なわれる。青野菜を食べ
　　　　　　　sh…ng　c自iることによって，生財（お金をもうけること）と
　　　　　　　　　　　　　　　　kO㎎xiO㎎いう吉の意味をとる。広州方言では，空と凶は同
音であるため，「空屋招租」（空部屋があり，居住
者募集中）は「吉屋招租」になおされることが多
　　si　　　　　　shO
い。糸糸（糸）と輸（負けること）は譜音であるた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筍h一均，糸糸瓜（へちま）が勝瓜とよばれている。施と
s1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌h巨㎎　sh芭㎎死は諸音ということから，名字の施が「勝」（生
と講音）と呼ばれるようになる。香港人と広東人
は数字の2，8，9，3に特に愛着をもっている。
その理由は方言で「易」（万事が成り遂げやすい
こと），「発」（発達，金運がいいこと），「久」（末
広いこと），「生」（勝つこと）というようなめで
たい言葉と講音である。したがって，車番号，電
話番号，製晶の価格，それに結婚式さえもこれら
の数字に合わせるように工夫される。1988年8月
8日は四つの「8」がかさなっているため，当日
に結婚式を挙げたり，一冥会，開業祝賀，引越しを
行ったりする人数は空前だったそうである。
　漢民族の講音民俗は，漢民族の分布と漢語の普
及に密接に関運しており，江南地方のみでなく極
めて広い範囲に広がっている。各地方の方言に
よって，その特徴はそれぞれ異なっているが，基
本的な表現，類型及び民俗要素としての機能はほ
ほ類似している。ポピュラーになった一部分の諾
音による象徴表現は中国の南北にわたって分布し
ており，漢民族の民俗現象の特徴の一つとして生
活に定着されている。
　筆者は幼い頃，故郷の陳西省丹鳳県で，祖母が
枕を刺しゅうし，それを定期市で売ることを見た
記憶がある。枕の刺しゅう模様に～石榴，牡丹な
どがよくみられる。石榴は「百粁（種）」で，子
だくさんの意味を，牡丹は裕福の意味を象徴して
いる。村人の結婚式に，嚢，クルミ，栗，落花生，
ほし柿が使われ，夫婦の仲の睦まじさ，早く子ど
もに恵まれること，男児も女児も誕生すること，
万事順調の願いは象徴されている。そのほか，嫁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d直ngの実家の兄弟は甥に燈籠を贈る習慣もある。燈と
di㎎
丁（男子）は講音であり，男子を贈ることを表わ
している。四十年代に出版された『同官県誌』に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎞自iよると，同官あたりでは，結婚式に，新郎は模子
（箸）で新婦のかぶった頭巾を取る習慣がある。
　　　ku邑i篠子は快子（早く子どもが生まれるように）に譜
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音しているわけである。『米脂県誌』によれば，
結婚式がすんだ後，姑が棄，栗，クルミなどを新
婚夫婦の音厚屋のオンドルの四隅に置くのが習慣で
　　　li別　　1i　　　　　　　　　1iある。栗子は利子（賢い子），立子（男児が生ま
れること）と諾音であり，クルミは殻に仁（種）
が入っており，人に諸音していることから，縁起
のいい物とみなされている。陳西省の洛川中部地
方では，人々はクルミ，棄，面兎（小麦粉で作ら
れた兎の形をした菓子）などがいっぱいかかった
棄刺を持ちながら，花嫁を迎え，「拉棄歌」とよ
ばれるめでたい歌を歌う。①その内容は子どもに
恵まれるようにというようなものである。陳西省
滝関では，真冬の厳寒退散のために，臓八節（旧
　　　　　　　1自　　　　　　　　　　　帖
暦12月8日）の膿に譜音している辣油を臓八節の
うどん料理にかける習慣がある。
　清の後期から民国にかけて，中国の東北地方で
は，結婚式に，新婦は宝瓶を手に持ち馬の鞍を跨
ぎ，新郎ははかり．の竿で新婦の頭巾を取って新婚
夫婦の部屋に入ったり，或いは新婦は毬（じゅう
たん）を踏み，席（席）を交替して部屋に入った
りする翠慣がよくみら枠た。新婦に米，穀物の入っ
　　b畳oPmg　　　　　　　　b餉Pm圓た「宝瓶」を手渡す事は，「保平」（平安無事）に
諸音しているためである？また鞍にたよることを
　　　　pi・g吾・pi・巴加pmg肺意味する猛鞍と瓶，鞍は平安一（無事であること）
と譜音で，祝福の願望が含められている。はかり
の竿は「戟杵」ともいい，多くの子ども、が隼まれ
　　　　　　　　　　　　　互h畳皿　　ohuan　　且1　　　xlるという意味をとる。それに，毬と伝，席と息（子
孫）は譜音で，象徴内容はほぼ同じである。桓仁
あたりでは，高梁袋がベットの前に置かれ，その
　　　　　　　　　　　　　　fo上に斧が置かれている。花嫁が斧を踏み，ベット
　　　　　　　　　　　　　　f血に上がるのは儀式である。斧は福と諸音である。②
結婚当日の夜，新郎新婦は較子とうどんを共に食
べる習慣は多くのところでみられる。多くの子ど
もに恵まれ，長生きできるという意味をとるわけ
　　　　　　　　　　ji卦ozi　　　　　　　　ji亘oである。較子は「子孫較子」ともよばれ，交合し
て子が生まれるという縁起のいい意味を表現して
　　　　　　　　　　　　　d盆iいる。吉林，安達では，高梁袋を踏みオンドルに
①『洛川県誌』，1944年活字版
　　　　　　　　　　　d自i上がる習慣がみられ，伝代（子子孫孫に伝える）
　　　　　　　　　肺が象徴されている。斧はオンドルの席…或いは布団
の下に置かれることもあり，その上に坐わること
　　舶は坐福（幸福であること）と譜音である。ほかの
　　　　　加　　　　　　　　　　　　　菌n地方では，鞍子（馬の鞍），秤杵（はかりの竿），
　即u秤鈎（はかりの鈎）はそれぞれ子乞いの民俗に関
　　　加　　　9邑n　　gOu違レ安子，走Eテ，鈎子（皆子どもを生むこと）
に解釈されている。農安，磐石，望杢では，婚約
した男女は互いに贈り物を交換する習慣があり，
㎞生i　　　　cO㎎　　　　　　　　bai　　・6㎎h岨模子（箸），葱，粉条（春雨），白い布，絨花（造
　　ji面・hO㎎　　　g百o　　li花），酒豊（盃），高梁，栗子はよく選ばれる。諾
　　　　　　　　　　ku呂i音によって，それぞれ，快生子（早く子を産むこ
　　congと），聡明になること，細水長流（春雨の形状から，
　　　　　　　　　　　　　　　　bai穏やかに生計を立てていくこと），白頭到老（白
　　　　　　　　　　　　　　　　　r6ng　hu色髪になるまで，夫婦の仲が末永いこと），榮華（世
　　　　　　　　　　　　　　　田hOng　　　　　ji邑にときめく富をきわめること），日子終能長久（生
活が長続きできること），歩歩登高（一歩一歩に
進歩すること，生活水準が一日一日に高くなるこ
　　　liと），立子（子を生むこと），というように解釈さ
　　　　　oOng　c6㎎れている。葱は瓜容（暮らし・生計に余裕がある
こと）にも解釈されていいのである。物を贈る場
合，殆んどペアで相手に贈り，配偶の意味を表わ
す。盤石あたりでは，新郎新婦の部屋で結婚祝い
を行なう時，人々は「東のほうへ捜しに行こう，
西のほうへ捜しに行こう。女の子が二人，男の子
も二人」といいながら，布団のなかに隠された棄，
栗などの縁起いい物をさがしだす。③輝南では，
女家は轟，栗を布団のなかに隠しておく。結婚式
が終わった後，新郎新婦は布団で顔を合わせて，
z邑o　li　　　　　　蜘1i棄と栗を食べる。「早立子」（早く子を生むこと）
ということで，同様の意味である。望杢では，花
嫁は嫁に行く日，銅のボタンの服を着る習慣があ
　　t6ng　　　t6n9
る。銅は同と譜音で，「同心合意」（力を合わせて
気持ちを同じものにする）を表している。開原で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　k血は，花嫁が婚家で初めて裁縫するのは夫の神子（ズ
　　　　　　　　　kOボン）で，それが宝庫とよばれる。
　東北地方の民俗としての諾音は勿論，年中行事
②『桓仁県誌』1937年活字版
③『盤石県郷土誌』1937年活字版
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や祝祭日などほかの民俗現象にもみられる。海龍　　　　れたタブーはそれによってプラスの意味に転じる
あたりでは，旧正月の一日目に水鮫子を食べる時，　　　　ようになる。旧正月二日目に，金銭の神様の祭祀
鮫子の形から，「元宝」とよぶ（元宝とは旧時の　　　　が行われる。供え物に赤い鯉が用いられるのが普
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1iyo　li　　　　yo銀貨）。鮫子が破れたら，過去の一年にお金をも　　　　通で，鯉魚は利（利益），余（余ること）と譜音
うけ，金は入りきれないからだと解釈される。輯　　　　であるため，吉とされている。旧正月十五日，十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　di㎎安あたりでは，旧正月料理としての較子に，豆腐　　　　六日の夜，婦人は前門へ「摸釘」（真暗の中に釘．
　　　　　　　　　　　fO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　di㎎が入れられている。腐は福と譜音であるため，幸　　　　　を手でさぐりとること）に行く。丁と諾音である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソo福を味わうということになる。そのほか，魚料理，　　　　ため，男児に恵まれやすいと伝えられている。摸
　g百o　　　　　　　　　　　　　　　　y血
年樵（おもち）はそれぞれ余裕があることと生活　　　　釘は古い習慣であり，明の時代にまで湖ることが
　　　　　g亘oの向上の「高」と譜音である。望杢では，誕生祝　　　　できる。①清の播栄陛著の『帝京歳時記勝』にも
いに銀の鈎を贈るのが普通である。鈎は産着の後　　　　記載されている。旧正月の婦人の遊びである「孤
の中に縫いこまれて，子どもは引っぱられること　　　　子児」（お手玉）には，子乞いの巫術的要素が含
がなく，無事であるようにという意味を表わして　　　　まれている。四月に，妙峰山の縁日から帰った人々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙いる。長白山の朝鮮人参発掘に関わる習慣には，　　　　は，蠣蠣（こうもり）の形をした髪飾り或いは福
「乾隆通宝」（清の貨幣）を朝鮮人参の茎につける　　　　という字の形をした造花をつける。「戴福還家」（福
　　　　　　　　　qi餉1oi9ということがある。乾隆は「銭龍」（金運がいい　　　　を家に持ち帰ること）といわれる。端午節前後，
こと）と諸音で，縁起がいいとされている。朝鮮　　　　「判児」（道教の天師或いは鍾旭），「恨福来遅」（幸
　　　　　　　　　　　　　　ding　　ding人参の貿易に関する民間伝説に，旋と錠が同音の　　　　福の訪れが遅いことを恨むこと）の俗信がある。
ため，拍臆（お尻をたたく動作）の回数によって，　　　」「判児」は剣を手に持ち，蜆幅はその上を飛んで
価格が決められる話がある。　　　　　　　　　　　　いる図画である。②中秋節の供物の供え物に梨だ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　颪　　H　華北地方では，譜音の民俗現象は数えきれない　　　　けが欠けている。梨と離は譜音で，団らんの旨に
ほど多様である。特に，北京の講音の民俗は典型　　　　合わないことから不吉の物とされている。冬至の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hOn　dOn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h血n　dOn
的なものと言える。　　　　　　　　　　　　　　　日に負昆鈍を食べる習慣には，天地の「混沌」とし
　　　　　　　　　　　　ji百o　北京では，昔，年越しの鮫子は「子時」（11時　　　　た状態を打ち破ろうとする意味が表わされてい
から1時まで）までに全部作りあげなければなら　　　　る。九（冬至から8ユ日目まで，九九とよばれる）
　　　　　ji百oない。更歳交子（年の取り替え）の意味を表わし　　　　に入ってから，文人はある九日を選び，仲間を招
　　　　　　　　　　　　　　　　9ao　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ji口　jioている。旧正月の一日目に，朝食に年樵（おもち）　　　待し，九人で酒を飲む。「九九（酒）消寒」（寒気
を食べることには，年増しに生活が向上する「年　　　　払い）という意味である。
　朗o年高」の願望が託されている。中流の家では，「百　　　　　北京では，昔，婚約の際，女家に届ける男家の
事大吉盆」（万事順調のはこ）が用意され，干し柿，　　　　贈物として，桂元，嘉枝，生の落花生，生の栗，?
嘉枝，桂元，栗，棄などが中に入っている。家族　　　　赤い嚢，柿，華果（りんご），籍（蓮根）などが
　　　　　　　　　　5hi　　li全貝でそれを食べ，百事吉利（万事順調）を祈る。　　　　挙げられた。落花生はまず男児，それから女児が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ping　　　　Ping干し柿はすべてカ偲いどおりになるように，クル　　　　生まれることを意味しており，華果は平安（無事
ミは仲良いこと，桂元は円満を意味する。旧正月　　　　であること），蓬根は切っても切れない愛を表わ
一日目に「破」，「壊」と同音の言葉を口に出すの　　　　している。これらのめでたい菓物は儀礼用品とし
はタブーである。茶碗などがこわれた時，「歳歳　　　　て，結婚式にくりかえして使われる。例えば，花
平安」（毎年無事であるように）と言うことが要　　　　嫁の花かごが出発する直前に花かごとか，新婚夫
　　　　　昌h1求される。砕（壊れること）と歳は譜音で，犯さ　　　　婦の部屋のベットとかにまかれるのはその例であ
　①『中国風俗史』p．288－289郡子琴著，巴蜀書社1987年
　②『老北京的風俗』p，155頁常人春著北京燕山出版社ユ990年
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る。花嫁行列の進行中，出棺行列に遇ったならば，
花かごについている人は，「今日は縁起がいいね，
宝財にあった」と言わなくてはならない。（棺材
の材は財と諾音）。新郎新婦は部屋で子孫鮫子を
食べているうちに，窓の外にいる男の子に大声で，
「生か生ではないか」と聞かれると，新郎は「生
　　　　　　　　　　　　　sh色ng　　　　　　　　　　　昌h色ng
である」と返事する（生煮えの生は子を生む生と
諾音である）。翌日，嫁の親族は男家に集まり，
　　　　　　　　　　　　　　　sh自n　　　　　　sh盆n婿に帯（子孫を帯してくること）や扇子（善子と
講音，良い子）などを贈る。
　赤ん坊の誕生の三日目に，昔の北京の習俗に従
えば，「洗三」（赤ん坊をあらうこと）という儀式
が行われる。婚家では，めでたい菓物がはいられ，
産婆は「連生貴子」（子どもが次々と生まれるよ
うに）と，縁起のいい言葉を連発する。儀式が済
　　　oOng　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cOng
むと，葱で赤ん坊の頭を軽くたたく。これは聡明
な子になるようにという願望の表われである。さ
らに，葱を屋根の上に投げあげることは，子ども
が「聡明絶頂」（ずばぬけて聡明であること）に
なる意味である。赤ん坊が満1ヶ月になると，眉
の毛は剃られてしまう。眉は没と譜音で，大人に
成長した後，「別没眼高低的」（世間の物事を観察
する目がないといけない），人問や物事について
の判断力があってほしいという親の願望による行
事である。年と．りの女性の誕生祝いとして，五匹
　　fOの蜆輻（こうもり）の絵が応接間にかけられ，五
fO
福に恵まれている意味がある。死者の下着は，ボ
　　　　　　　　　　　　　　　ni衙タンがついていないものであり，紐子（ボタン）
と捌子（子に崇りを与えること）は講音であるた
め，タブーとなり，ボタンのかわりに帯がつけら
　　　　　　　　　　　　　　　du自nれるのである。死者の衣服の着地に椴子（濡子）
　　　　　　　　　　du加が絶対使われないのは「断子」（子孫が絶えること）
に譜音しているためである。棺を購入した時，喪
者の家族は，棺材に譜音している財産・のタブーか
ら，棺に金貨，銀貨，穀物などを入れてから，棺
を部屋の中に運ぶ。「不進空財」（貧乏を家に入ら
せてはいけないこと）という。個人販買者の呼売
りにも譜音の規則があらわれている。例えば，「碗
豆黄」（碗豆の粉と’砂糖を原料とした蒸し菓子）
　　　　　　　　　　　　　　ji自をふれあるいて売る人は，「樟下架（棚から卸す
よ）」と呼売する。「揮下俳」（値引きすること）
という譜音で客を引きつけるのである。一はたきな
どを売る場合，「八不語」（八つの禁止用語）は基
　　　　　　　　　　　　　dan本的なル㌣ルになっている。「揮子」（塵とりのは
　　　　　d加たき）と「胆子」（人間の勇気のこと）は講音で，
「勇気を売るよ，でっかい勇気よ」というような
呼売りは客さんに逃られてしまうからである。昔
　　　　　　　　　　　gin9の北京の店の看板には，馨（古代打楽器の一種），
y血　W加　　　　虫㎎　yO　　　　　W加魚，蔓は，「吉慶有余」，「子孫万代」に譜音して
いるため，よく絵に取り上げられていた。
　天津では，旧正月の鮫子料理，葱が使われる「洗
三」儀礼，子乞いの意味に用いられるめでたい菓
物などの習慣は北京とほぼ同様であるが，「坐福」
の場合，豆腐が椅子の下に置かれることだけはバ
リエーションを示している。静海では，結婚式ま
で，男家は装身具，米，小麦粉，魚，肉，落花生，
栗などを用意しておく。花嫁を迎える時，男家の
家族は，庭で机を設け，上に弓，秤（はかり），
升（ます），古い銅鏡が置かれる。勇敢，満足，
昇進，団らんがこれらの物品によって象徴されて
いる。新郎新婦は寝室に入る時，足を床につけず，
交替するじゅうたんを踏んで中に入る。じゅうた
　　zh冨n　　chu色口
んの毯と伝の譜音が利用されて，子孫に恵まれる
ことが表現されている。新郎新婦は鮫子を食べる
時，わざと「生かどうか」と聞かれ，「生だ」と
返事しなければならない。今日になって，天津で
は，結婚儀式の一つの内容として，乗用車から花
嫁は靴を一つ外に捨てることがみられ，「用一軽」
　　　　　xi色つまり「粗邪」（邪気払い）とよばれる。夫家ド
　　　　　　pi皿g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Plng
入ると，まず華果（りんご）をかむ。これから平
安（無事）である願望が習慣に託されている。楊
柳青の正月装飾用の絵の「年画」にも，譜音表現
の内容がみられる。
　河北地方では，北京，天津に比べれば，譜音民
俗は共通点も相異点もみせている。束鹿あたりで
は，嫁を迎える時，杷柳は円形のますにされて，
　　　　　　　f0中味に酒酵，麦麸，棄，，栗，石がある。酒酵の
　　　　　　　　　　　f屯発酵のこと，麸の諾音の夫は合わせて「発夫」に
なり，棄と粟は合わせて「早く子を生む」ことに
なり，石は男児を意味している。花嫁は花かごに
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　　　　　　　pi㎎　　　　　　　　　　　　　　　　Pin
乗るまで，足を平地（土地）につけず，貧乏にな
らないことを願う。藁城では，旧正月十五日，十
六日に，柏（このてがしわ）の枝を燃やし，人々
　　　　　　　　　　　　　　b邑i　b昌iはその火にあたる習慣がある。柏と百は諸音で，
「百齢之寿」（百歳も長生きする）を表わしている。
漆州あたりでは，昔，旧正月を迎えて，ごまの枝
を道路に敷き，通りかかる人々を踏ませる。踏砕
は踏歳と諸音で，踏みつぶす音で年を迎える。武
安あたりでは，結婚した後，嫁の実家からお返し
が届けられる。そのなかに，饅頭，塩，磁器製の
瓶に入れられた面酵（小麦粉を発酵させるもの）
がある。饅頭は小麦粉を発酵させて作り上げられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　y自nたもので，家を発達させることを意味し，塩停味
　xi邑n　　　　　　　　　　　丑i自n　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　xi自n　　　　　　　　　　　　　oI
牟成のため，成に譜音している賢（善良），磁は
慈（慈悲深いこと），酵は孝（親孝行）というよ
うに，婦人の美徳を表わしている。定県あたりで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s加gは，出棺する前に，陰陽先生（風水師）に刀で桑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌吾ngの枝を玄関で切断してもらう。そうすると，喪も
絶えてしまうと信じられている。山西省北部では，
男児が誕生した場合，産屋の門に根，穂つきの粟，
本，葱がしばりつけられる。男児は家系を継がせ
ていく人，知識のある人，聡明な人であることを
表わす。女児の誕生の場合，根なし粟が門につけ
られ，家の相続者ではないことを意味する。親戚
から誕生祝いに届けられた饅頭は石榴の形に作ら
れる。民間の刺しゅう模様には，主として，「五
福捧寿」，「連生貴子」，「喜上眉梢」，「麟麟送子」
が挙げられる。
　講音民俗は，中国において長い歴史を持ってい
る。『曇子春秋』と『礼記』に記載された「食魚
無反」，「母反食魚」は，南方の農村の民俗として，
今日まで残っている。『礼記・士昏礼』の記載と『公
羊伝』，『礼記・曲礼』の解釈によれば，当時，結
　　　　　　　娩o　　　li　　　　　　　　　　　砧o
婚式に使われた棄と栗は，新婦が早起きし，おそ
　　　　　liるおそる（1栗），姑舅に挨拶するというように解
釈されている。漢以降になると，しだいに早く子
を産むとか，賢い子の意味に変化してきた。解
①『中国吉祥物』p．87頁喬継堂著天津人民出版社
釈が異なっているが，諾音表現の利用は同様であ
る。『論衡』には，子日沐令人愛，卯日沐令人白
頭（子日に入浴すれば，きれいになり，卯日に入
浴すれば，髪は自髪になる）と説かれている。そ
　　　　　。i　・1　はの理由は，子と滋（生えること）が諸音で，古代
では髪が長いことが美しいとされたことにある。
（卯と無は広東語で同音で，卯日に髪洗いすると，
髪の毛はぬけてしまう）。『儀礼』には，出棺に桑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s加9の枝，穀桑が用いられたことが書かれている。桑
　s自ng
と喪は譜音で，今日になっても，不吉を避けるた
めに「前不植桑」（家の前に桑の木を植えてはい
けない）は依然として俗信に定着されている。『白
虎通』には，喪中，竹の杖や桐の枝が使われると
　　　　　　1h血　　　oO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t6ng　　t6ng
書いてある。竹と壁（悲しみの意味），桐と痛（悲
しみ）は諾音になるためであると思われる。結婚
式に馬の鞍にもたれるという習慣は北朝から始ま
り，北方の遊牧民族の文化の影響を受けたと説か
れている。『封氏聞見録』には，その習慣の本来
の意味では安穏相載（穏やかに乗馬すること）に
あると述べている。平安（無事であること）や安
穏の意味は漢民族の信仰の性格にぴったり合うた
め，「安子」の意味に転じられ，漢民族の民俗文
化に定着されるようになり，譜音による象徴の表
現として今日に伝えられている。
　古代中国の何千年もの文化史では，秦の時代に
発生し，唐・宋に洗練され，明，清に発達してき
た吉祥の模様は，殆んど譜音による象徴が基本的
な表現とされている。明と清の時代に，伝統的な
吉祥模様は宮廷建築，民間木製品，家倶，切紙，
じゅうたん，刺しゅう，装身具，衣服，旧正月用
絵画，彫刻，宮廷燈篭，文房用具，絵画，屏風，
壁装飾に普及し，講音民俗の影響力はそれによっ
て拡大されてきた。吉祥模様は吉祥物をテーマと
しており，譜音は中国の伝統的な吉祥物の発生の
主な方法の一つとして挙げられる①。
　　　　　　　　shi　役所の玄関の石獅は，最初のうち屋敷鎮守と邪
気払いの意味を象徴したものと解釈されたが，後
に役所の権威，勢力の象徴に転じられた。古代の
　　　　　　　　　　　　　　　　shi地位の高い官吏である太師と少師の師に諾音して
1990年
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いるためである。いわゆる『太師少師図』は，大
きい獅子と4・さい獅ρ絵である。象は吉祥物の模
　　　　　gl・i餉g　jl・i畠㎎様で，児童騎象図は吉祥を象徴している。吉祥如
意図には，児童或いは宮廷仕女が手に如意を持？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pm筥ている内容が描かれ，太平有象図にはi象が花瓶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pmgをのせているのが描かれている。瓶と平（平安＝
無事であること）は諸音である。鹿の吉祥につい
ては，説がさまざまあるが，諾音による意味が最
　　　　　　　　　　1o　　　lo　　1血　　　肚もよくとらえられる。鹿は禄，路，陸と譜音で，
百鹿図は百禄歯とよばれる。福禄双全図（幸福も
金銭も好蓮であること）は，鹿とこうもりのモチー
　　　　　　　　肚　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
フから構成される。鹿は福寿と組合せて，「福禄寿」
とよばれ，両鹿図は「路路順利」（途中無事）と，
1血　h虐　　　　　　　　　　1iO　h色
鹿鶴図は「六合同春」と呼ばれる。場合によって，
t6㎎ch日n　　　　　　　　　　　　　　　to09　o㎞n桐，椿の木は絵に描かれ，それぞれ同，春に諾音
　　　　　h6u　　　　　　　　h6u
している。猴（猿）と侯（古代の官位）の譜音を
利用し，封侯桂印（猿が木の上に璽を掛ける図）
が描かれる。馬上封侯（猿が馬に乗る図），輩輩
封侯（代々官吏に任命されるモチーフ，母親猿が
　　　　　　　　　　　bei　bεi　　　　　fe㎎子猿を背負っている図，背と輩は講音），蜂と猿
　　　　　　　　f邑㎎h6uの組み合わせによる封侯（侯という高い官位を授
けること）などはみな吉祥模様になる。羊と陽は
同音であるため，お祝い言葉の「三陽開泰」は三
匹の羊が太陽を見上げているという内容の絵に表
　　　　　　　　　　　　f自　　脂現されてい乱こうもりの輻は福と譜音で，中国
の民俗に広く用いられており，宮廷から田舎へと，
礼楽と礼俗の境界を越えて伝えられている。こう
もりを取り上げた吉祥模様には，双福（二対のこ
うもりが向かいあっている様子），五福（五羽の
こうもり），五福棒寿（寿という字を五羽のこう
もりが取り囲んでいる図），五福和合（五つの幸
　　　　　　　　　　　　h色福を兼ねそなえていること，倉（箱）の中から5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y自n匹のこうもりが飛びだした図）などがある。燕と
y自皿　　　h色　　　　　　　　　　　hε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y盆n
曇，荷（蓮）と河は譜音で，海裳，蓮の花，燕を
通して世の中の和平を表わした河清海曇図。杏の
花と燕によって構成されたおり，進士（古代科挙
試験の合格者の格づけ）に及第することと皐帝賜
宴を表わした杏林春燕図などもその例である。清
の磁器画には，「安居楽業図」（職業を楽しみなが
①『漢民族研究』p．244－266頁広西人民出版社
ら安らかに暮らしを送る）があり，鶴鶉（うずら）
が落葉に棲んでいる画面，或いはうずら，菊一の花，
　　　　　　　　　　　邑皿　罰n　j衙　jo　luoy色楓の葉の画面がみられ，鶴と安，菊と居，落叶と
1直y色
楽業の譜音によってテーマが表現されている。！吉
　　　　　　　　　10　　　　H餉　　h色
祥模様には，ほかに鷺鷲，蓮，荷葉（蓬の葉）が
　　　　舳u航k直あり，一路連科（科挙試験の順調）の吉祥絵とし
　　　　　　　　　　　　　　　　lO　　　　　　　　『6nghuaて受験生への祝福が託されている。鷺鷲と芙蓉花
　　　　　　　hironghu自の構図の絵は一路栄華（ずっと出世できて，裕福
　　　　　　　　　　　　　　　　昌hdu　　　　　呂hbuな生活を送ること）を象徴している。綬鳥，綬帯
　shOuは寿と譜音であるため，誕生祝いの絵によく出て
　　　　　　　　m色i舌hO　shbu　　m色i　　　zh血　　　5hOu
いる。例えば，斉眉祝寿（梅，竹，綬），天仙洪
寿（天竹，水仙，綬）などはその例である。中国
の民間で伝えられている魚に対する信仰は特有な
魚文化を作り上げている。そのなかにも，譜音表
　　　　　　　1y　　li現がみられる。鯉と利の諸音が生かされ，連年有
y血　　　Y0
余．双魚吉慶，家家得利（人びとが鯉を買う絵）；
　yo金玉満堂などのめでたい言葉と模様ができたので
ある。古代中国では，麟麟や亀などの動物が人気
を集めたことは．ある程度講音にその理由が求め
　　　　gu三　即i　　　　　　　gmられる。亀は貴（尊いこと），帰と講音で，吉の
兆とされる。麟麟は聖なる獣（動物）とみなされ，
sh色㎎sh直㎎’　　　　sh6u5hOu
聖と生は諸音で，獣と寿も譜音になるため，麟麟
は長寿（長生き）の象徴でもあれば，送子（子を
生むこと）の象徴でもある①。
　講音民俗に関連しているものとして，植物、果
物，菓子もあげられる。譜音の機能によって民間
俗信の要素となり，重要な役割を果しているわけ
　　　　b射　　b吾i
である。柏と百は譜音で，百は数多いということ
　　b射shiで，百事如意（事毎に思いどおりになること）図
　　　　　　　　　　　shiは，柏（コノテガシワ）と柿と如意でできており，
　　　ji　　　　　　　j0　　　　　　　　　　　　　9ui
百事大吉図はそれに桔を加えてできている。桂（モ
　　　　　即i　　　　　li自n　guiクセイ）と貴は講音で，連生貴子（つぎつぎに貴
　　　　　　　　　　　fO重な子が生まれること），福増貴子（幸福で，貴
　　　　　　　　　　gui重な子が増えること），貴寿無極（富貴と長寿が
限りないこと），などのめでたい言葉と絵画も，
u自皿　　　　　　　　　　　　　　fO
蓮の花，桂花，蠣幅（こうもり），桂元，桃の花
などの実物或いは模様で表現されることが多い。
t6ng　　　tOn宮
桐と同の講音が「同喜」（ともに喜ぶ，喜びを分
　　　　　　　　　　　　　　　　　t伽gちあうこと）のモチーフに利用され，梧桐（アオ
1989年
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ギリ）と喜鵠（カササギ）の絵になる。民問レベ
ルの竹文化の構成要素の一つである竹は，吉祥模
様によくみられる。例えば，「華封三祝」，「竹報
平安」の場合，竹そのもの自身の性格のほかに，
zhO　　　zhO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z邑〇　　　五茗o　　　　li
竹と祝の諸音にもその理由がある。棄と早，栗と
H
利の諾音はしばしば「早立子」，「早生貴子」など，
　　　　　　　　　　　　　li　　　　・o㎎1in9子孫繁栄の祈願に使われる。嘉（嘉枝），葱，霊
　　　　　　　　　　　1mg芝（ひじりだけ）或いは菱を組み合わせることに
　　　　oo㎎　l1㎎li
よって，聡明伶例（頭がよくて気がきくこと）の
　　　　　　　j血　ji　　　　　　　　　　　・hi
意味を表わす。桔と吉の誰音から，大吉，事事大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　shi吉，百事大吉はそれぞれ大きなみかん，柿とみか
ん，百合の根または柏と柿とみかんによって表現
　　　　f6　　　　　　　f口　　　仙
される。佛（仏），福，富は講音であるため，佛
手（仏手柑）も吉祥模様になり，「三多九如」図
は仏手柑，桃，石榴と九つの如意から構成される。
li餉　Ii餉　　　　　　1i自n
蓬，連（遵続），廉（清廉であること）は譜音で
あるため，連生貴子と一品清廉（清廉な葺官）巨ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　qmgIi㎞qm9それぞれ複数の蓮の実，一本の蓮の花（青蓮と清
1i自n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h色hua
廉は講音）の構図になる。蓮花は荷荷とも言い，
h色　　h色　　h色
荷，河，合は諾音で，「和合」，「河清海曇」（太平
の御代の楡）の題材にも蓮の花が登場する。万年
青（おもと）が題材と吉祥符号に使われる例とし
て，万事如意（鉢植えの万年青とびじりだけの構
図），和合万年（夫婦の仲が末長いことで，百合（ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　肺ngり）の根2本と万年青の構図），一統万年（支配
　　　　　　　　　tOngが長いという意味，桶の中に万年青が植えてある
　　肋Hi　　　　　　　　　　　　　　　　ti痂zh0絵），天子万年（皇帝の支配が長いこと，天埜と
万年青の構図）などがある。一統万年と天子万年
は主に皇室の宮廷の飾り絵に使われる。ひょうた
んは実も多くて蔓もある。蔓と万が譜音であるた
め，ひょうたんの蔓に小さなひょうたんがいっぱ
い吊してある絵は「子孫万代」と言われる。その
ほか，梅，桃，石榴，芙蓉，木蘭，牡丹，百合な
どのさまざまな植物は，諾音民俗のめでたい言葉
と吉祥模様に用いられる。旧正月の飾り絵に，種
（工子）の多い西瓜がよく出ており，西瓜を食べ
る時，種の有無，多さもよく聞かれ，縁起のいい
答えが期待される。
　動植物のほかに，諾音民俗は日常道具まで広が
　　qi自u　　　　　qi餉　　　　　　　　　　　　q・自・る。銭（貨幣）と前は譜音で，古代では貨幣が泉
　　　　　　　　qu畠nともよばれ，泉と全は譜音である。したがって，
「喜在眼前」（喜びが目の前にあること），「福在眼
前」，「双全」（双方とも完全であること，二つの
古幣で表わす），「十全」（完全無欠であること，
十個の古幣で表わす），「福寿双全」（福寿とも十
分であること）などの模様には，古代の貨幣が必
　　　　　　　　bi　biずはいっている。筆と必，銀錠（銀の塊まり）の
ding　di日厘
錠と定は譜音であるため，「必定如意」（必ず思い
どおりになること）などの模憐と騨り物に，筆と
　　　　　　　　　　　　pl㎎Pmg　　　　　h血銀韓が使われることが多い。瓶と平は譜音で，萌
10Pmg　　　　　　　　　　　　　　丘O肺pi・g芦瓶（ひょうたんの形をした瓶）で「福禄平安」
を表わすこともある。また，平安如意（瓶に如意
　　　　　　　　　　t㎞gが挿してある構図），玉堂和平（花瓶に玉蘭，海
箇ng
巣が挿レてある輝図），歳歳平安（花瓶と爆竹の
　　　pmgsh直㎎j1構図）～平昇三級（官位が昇進すること，瓶のな
　　jl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sh…㎎
かに戟が3本挿してあり，そばに芦笙が1個置い
　　　　　　　　　　　she㎎昌hε㎎てある構図）などがある。笙は昇と譜音で，官位
　　　　　　　　　　sh肋gの昇進を表わす同時に，生とも譜音で，子の誕生
の表現にもなる。天津の楊柳青の旧正月の飾り絵
である「連生貴子」の中に停，男の子が笙を吹く
　　　　　　　　　　ji㎎　　i，n情景が絵かれている。鏡と晋、（昇進）は講音で，
「晋爵」は古代の鏡と爵という盃によって表わさ
　　　　　　t6ng　　tOng　　　玉淀　　　　　　　　　　　　xi｛
れる。銅鏡の銅と同，軽（靴）と借（一緒になる
こと）は講音であるため，銅鏡と靴の絵は「同借
到老」（夫婦仲が年老いるまで睦まじく続く）を
表現している。安徽の合肥では，結婚式に，花嫁
が花婿の靴を穿く儀式がある。これは僧と轄の譜
　　　　　　　　　　　　　　　　qj㎎音による「同僧到老」の事例である。馨（古代打
　　　　　　　qi㎎　　　　　　　　　　siqi㎎楽器の一種）ξ慶（押い）は輩音で，撃馨（馨を
　　　　　　jl　　　　　　　　　j1叩くこと）と吉慶を表わし，乾と馨の組み合わせ
も吉の表現になるわけである。普天同摩（天下世
　　　　　　　　　　　　　　　　jlqi㎎　y凸を挙げて祝賀すること，銅馨ρ模様），吉慶有余（め
　　　　　　　　　　　　j1　　　　　　　　　　　yoでたい事が多いこと，瓶に戟が挿され，戟に魚の
　　　　qi㎎形をした馨がかけられている絵，また，馨を叩く
男の子と魚を手に持つ男の子の構図）も同じ発想
に基づいた表現方法と言えるであろう。民間で信
仰を集めた万回，即ち和合の神様の像は，一人が
　　　　　　　　　　h直荷花を，もう］人が円盆（箱）を持っている絵で
　　　　　　　　　　h色h色あり，荷，盆の譜音で和合を表わすのである。
　基層的な言語民俗事象の一つとして，講音は儀
一168一
礼食品や吉祥象徴物のみでなく，漢民族の言語を
媒介とする伝承文化にも広く生かされている。中
国の伝統的な謎作りと謎解きの方法に，「講音格」
がある。例えは，「一支筆杵二百斤　　管仲（重）」
　　　　　　　　　　　　gu邑n！hong（筆の軸は百キロもある一管仲＜歴史人物〉軸
　　　　　　　　zh凸ng（管）が重いことの重は伸と講音），「窮漢不肯売
鋪差一（留被）劉備」（貧乏人は布団を売りた
　　　　　　　　　　liO　b色i　　　　　　　　　　　　　　　　liO　bεi
くない一一布団を残す留被は歴史人物の劉備と
諾音である）などのような誰音の謎は数えきれな
いほどたくさんある。歌後語（しゃれ言葉の一種
で，上の句から下の句の意味を推測するもの）に
は，「外甥打燈篭一照旧（舅）」（甥は提燈をつ
　　　　　　　　　　　jiO　　　　　丑h盆o岬ける一母方叔父である舅を照らす。照舅は照
jio
旧く元のまま，相変わらないこと〉の譜音），「四
両棉花一談（弾）不上」（綿が少ない　　綿
　　　　　　　　　　　t色n　　　　　　　　　　　　　　t色n
を打つことができない。弾＜打つこと〉と談は譜
音で，「談不上」一話にならないこと），「禿子
打傘一無法（髪）無天」（はげの人は傘をさす
　　mO個mO　ti昌n一無法無天〈無茶をやる〉。髪もなく空もない
　　mO　f邑皿血ti≡in
の「無髪無天」に譜音している）などがあり，熟
　　　　　　　　　　　　　　　　　d酎g　d酎匡語の中には，「只許州官放火，不許百姓点燈（登）」
（州官の放火は大目にみて，民衆には明かりをつ
けることも許さない）とか，諺1三も華音のかけ言
　　　　　　　　　　　　　　q1ng　　qIng葉の表現が生かされ，「清明難得晴（清），谷雨難
得雨」（清明の日はなかなか晴れない，谷雨の日
はなかなか雨が降らない）などは広く伝えられて
いる言葉である。物を通して気持ちを表わし，譜
音でかけ言葉の効果をとる表現は民謡にもよくみ
られ，特に江南の呉歌はかなりそういう例をみせ
ており，研究者に「呉歌格」と呼ばれるほどであ
る。最近現われた非合法の業界の隠語まで，譜音
によるかけ言葉の使用は少なくない①。漫才は譜
　　　　　　　　　　　　　　　ch自ng　b畠i　sh註n　　oh自ng音によってユーモアを作り，例えば，長白山を「常
b自i　sh百n
白掘」（つねに他人の利益をわがものにすること）
に転じるのはその一例である。譜音表現がなけれ
ば，漫才の言語芸術的な表現力は大いに弱くなる
と言っていいであろう。民間創作の笑い話，寓語，
伝説，物語と口頭伝承芸術のみでなく，文学作品
にも譜音の機能が果されている。曹雪芹の「紅楼
　①『当今地下行業及其隠語』　余雲華「民間文芸季利」
　　　・h亘。。hiyi・　ji百yO。口　　　　　　　　　・hε皿・hO
夢」は甑士隠と買雨村という人物の名前で「真事
yi・　ji邑y衙。O・
隠，便語存」（真実を隠し，嘘を残すこと）を率
　　　　　　　　　　　　　　b亘i　bεi　tl　tlわしている。「古詩十九首」も，碑で悲，題で蹄，
u餉　　1i㎞　　　　　　　　　　　　　si　　　　　　　　　s五
蓬で憐（哀れむこと），練（生糸）で思（恋しさ）
を表わしている。歴代の詩と詞には．講音による
　　　　　　　　　　　　　　i血r6ng　ior色㎎かけ言葉グさ，らに多くみられ，芙蓉で夫容（夫の
　　　qm　qmg　lf　li　WO　軸容貌），琴で情，寓で離，梧で吾にかけるなどは
その例である。
　講音民俗の最も意味深いところは，実際，民衆
の姓名のいみな制と命名の方式，民間口語のさま
ざまなタブーと狸嚢語に表れている。中国のいみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一h芭ngな制は歴史が長いものである。秦の始皇帝は政で，
　五h芭㎎政と正は諸音であるため，正月は端月に直される
　　　　　　　　　　　　　　　　　雷h百oようになった。東晋の時代，晋文帝司馬昭の名前
を避けようとして，王昭君を王明君と呼ぶように
なった。六朝の都である建康はもともと建業で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y色あったが，晋元帝は都を建てた時，慰帝司馬鄭の
　　　　　　　　　　　y色名前を避けるために，建康に直した。陪文帝の父
　　　　zhOng親である楊忠の名前のいみを犯さないように，官
職名の中書は内史に直された。唐高祖李淵の父親
　b1㎎
は日丙という名前のため，唐の貞観，顕慶の年代で
　　　　　　　　　　　　　b1㎎は，八史の編集の際，天干の「丙」が「景」に言
　　　　　　　　　　　16㎎jjい換えられた。唐明皇の李隆基の隆，基はそれぞ
　h6㎎　　ji
れ弘，姫に諾音しているため，世の中の弘と姫と
いう苗字の持ち主は共，周に名前を改えざるを得
なかった。明の時代の前に，「元来」という言葉
があったが，元朝を転覆させ，新しい皇帝をたて
た明に入ると，「元来」は「原来」になった。古
代では，「不講嫌名」（即ち譜音の姓名を避けない）
という制度があったが，皇帝権力と祖先崇拝が次
第に強化されるにつれて，いみな制も整えられる
ようになり，清の時代の文字獄の文化的な源の一
つになった。俗語には，「子は父親の名前を言わず，
門弟は師匠の名前を言わぬ」という言い方がある。
民間では，祖先の名前を避けるために，世代の名
前の順番制度にまで発展した。広東と広西では，
「球」を名前とした人が多く，上海と江蘇では，「旦」
を名づける人が多い。北の方では「球」と「旦」
は名前のタブーとされ，！罵る言葉に講音している
1990年ユ期
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　　　　　　　　　　　　　　sud　1hO　昌hu百n！h血　　shu百nためである①。］方，農村では，鎖柱，栓柱，栓　　　　は，漢語の普及と共通使用が進められる結果，一
1a6　　　1i自n　Vi
労，連玉というような名前が多くみられる。譜音　　　　部分の少数民族の言葉に，漢語の講音に類似した
　　　　　sud　zhOによって，「鎖住」（しっかりとしめつけること），　　　　表現がみられるようになった。これはある程度，
shuOn2hO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　shO日n1自o
「栓住」（しっかりとつなぎとめること），「栓牢」　　　　民俗文化の表層における相互の影響を反映してい
（しっかりとつなぎとめること），「連育」（つづけ　　　　る。満族の結婚式に，頭巾をはかりの竿で取った
て子を生むこと）になり，子どもの無事成長への　　　　り，鮫子を食べる時，「生」の言葉を口に出した
祈願がこめられている。そのほか，文人のペンネー　　　　りする習慣がみられる。壮族の錦の刺しゅうに，
ムにも諾音表現がよくみられる。民間の口頭語の　　　　龍門を鯉が飛びこえる模様，双喜の模様がでてい
タブーには，諸音は重要な要素としてあげられる。　　　　る。壮族の旧正月の習慣として，若水を汲み，黒
そこから，関連のある俗信と規則が発生するので　　　　砂糖，竹の葉，葱，生姜を加えてスープを作るこ
　　　　　　　　　　　2ho㎎ある。例えば，結婚祝いに鉾（時計）を贈っては　　　　とがある。飲めば賢しくなり，幸せが訪れてくる
　　　　　　1hOngいけない。鉾と終は譜音であるため，出残という　　　　と言われる。『清稗類抄』によれば，苗族では，「跳
　　　　　　g色意味になる。「格子衣料」（縞模様の着地）を口に　　　　月」を結婚とし，新婦は目上の人に棄，栗，榛，
　　　　　　　　　　　　　　g直　　g芭出す事はいけないとみなされ，「吃里疸溶」（わだ　　　　松を贈る習慣がある。貴州の一部分の苗族では，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ch自i　c畠iかまり）という結婚のタブーを犯すためである②。　　　　旧正月に柴（財と諾音）の門を開ける儀式が行な
sh1　呂1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i
史と死は講音であるため，民間では姓の史を吏と　　　　われる。舞族の撒梅人は，新築の儀式として，家
　　　　　　　　　　　　ch餉g読むことがある。’水上住民は盛飯（おかわり）を　　　　の四つの隅に鴨の卵を一つずつ埋める。竣工した
　　　　　　　　ch餉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y舌添飯といい，盛と沈（沈むこと）は諸音であるか　　　　後，鴨を殺し，その頭を玄関にかけておく。鴨と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y重ら。譜音民俗の重要性は，現実に大いに存在する　　　　圧は譜音であるため，圧邪（邪気払い）と屋敷鎮
のみでなく，民間の創作活動で生かされつつある　　　　守g意味に解釈される。奮族の習慣では，旧正月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ol　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sh1という点に牟る。テレビのコマーシャルから「施　　　　に磁杷（おもち）を鴉き，新しい年の時運（運）
　　　　　shl　　　　　　sh王美，施美，使イホ更美」（施美という製品はあなた　　　　がいいものであるように祈願する。結婚式に，棄
をさらに美しくする）などのような宣伝が耳に入　　　　と卵をめでたい菓子とする。達斡ホ族の場合，旧
る一方，民間の諏刺の歌謡曲，諺からも諸音の力　　　　正月に蒸菓子を争って食べる習慣がある。一部分
強い存在が感じられるのである。　　　　　　　　　　の回族では，結婚式に「打喜嚢」の儀式が行なわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。少数民族が漢族の名前をつける場合，漢語
　　　　　　　　　　四　　　　　　　　　　　　　　の譜音の規則が守られるわけである。漢民族の基
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層文化の藷音民俗が一一部分の少数民族の日常生活
　講音民俗は漢民族独有の文化ではない。日本語　　　　に多少広く影響を及ぼしていることは，以上の事
では，「蛙」と「帰る」が同音で，車に蛙の飾り　　　　例によって裏づけられている。
物を置くことによって，家に無事に帰る願いを託　　　　　それにもかかわらず，譜音は漢民族の生活にお
す現代の俗信がみられる。中国の自族の習慣によ　　　　いて，もっともその特徴を顕著に表していると思
れば，結婚式に辣淑（とうがらし）を火にかけ，　　　　われる。原因は漢語の特徴に求められるのである。
とうがらしの団子を作ったり，山淑の味づけの料　　　　漢語は声調語であり，同音語が数多く存在してい
理を作ったりする。辣と親は白族語で同音で，山　　　　る。漢語の譜音の顕著な特徴は，歴史における語
楓の味の麻は仲好しという言葉と発音が同じであ　　　　彙の拡大，形声や借用というような表現手法に
るため，諾音によって夫婦の仲が睦まじいことを　　　　よって形成されてきたのである。漢語は同音字と
表わす。諸民族自身の諾音民俗のほかに，中国で　　　　同音語が多く，民族文化の想像力による諸音表現
①「関干姓名的語言辮析研究」　納日碧力文中央民族学院博士論文1989年
　②『中国民俗』p．192頁陳勤建著中国民間文芸出版社！989年
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の活躍に有利であり，今日の豊富な諸音民俗を発　　　　は長生きを表わすと同時に，子授けの願望も表わ
生させたのである①。　　　　　　　　　　　　　　　すのである。記号と意味の対応関係は物事の相互
　漢民族の譜音民俗は具体的な形式が非常に豊か　　　　関係のコンテクストにおいて，確立される。鹿と
一にある。同字同意や異字同音もあれば，音近の譜　　　　禄はもともと関連のない物事であるが，譜音に
音もある。明諸もあれば，暗諾もある。直嚥もあ　　　　よって，鹿は官位，俸禄（給料）の象徴になるの
れば，転瞼や隠楡もある。さまざまな象徴を借り　　　である。松とこのてがしわは年中青々としている
て，諾音によって同じ意味を表すこともあれば，　　　　性質から，長生きのしるしになる。形状が異常な
同じ象徴が場合によって違う意味を表わすことも　　　　石は寿石，牡丹は富貴の花と命名されることに
ある。諾音原理に基づいて，異なる物事が過渡と　　　　よって，講音民俗の象徴体系に納められる。喜鵠，
なる場合もあれば，ある物事の性質から，諾音に　　　　喜蛛，白頭翁，万年青，吉祥草，霊芝，如意，祥
よってほかの物事と関連づける場合もある。また，　　　　雲などは命名を通して構成要素となり，民俗事象
まず命名，つぎに諸音を通して，意味の多義化を　　　　に関与するのである。
実現することもあげられる。　　　　　　　　　　　　　　講音民俗は関連，転換、禁止を基本構造として
　明諸というのは，象徴物或いは吉祥模様から明　　　　おり，青黄赤の三色の交通信号の指令にたとえら
白に意味を確認できる諸音象徴である。魚は余を，　　　　れる③。関連とは，諾音が二つ或いは二種類の物
鯉は礼または利，鹿は禄に譜音するのはその例で　　　　事の過渡になることであり，野生の思考の相互浸
ある。それに対し，暗譜というのは，象徴物或い　　　　透律はその原理をなしている。漢民族の民俗にお
は儀礼用品から直接に読み取れない譜音象徴であ　　　　いては，関連を旨とした譜音象徴は枚挙する暇が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g皿証n　　gu罰n　　　旦ui　　　guiり，隠嚥を明らかにしセはじめて，講音の意味を　　　　ないほどである。鶏の冠ば官，桂が貴に諾音する
理解することができるようになる。例えば，饅頭　　　　のはその例である。転換とは凶を吉に転じたり，
と発，刀と鋭い速さ，おもちと年，杁灰と汚娘（舅　　　　損害を避け，利益に向かったりする講音民俗の事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gu肋c自iと嫁の通姦），逆に貼られた喜や福と到などはそ　　　　象である。「棺材」（棺）は縁起悪いものであるが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　即帥〔自iうである・。昔，遺失物の願いに「人」という字が　　　　譜音で「官財」（官位と財産）になると，凶が吉
d自o
「倒写」（逆かに書くこと）されることがよくあっ　　　　に転じられ，即ち意味の転換が行われる。敦煙写
　　　d盆oた。「我到」（見つかること）との暗譜の表現はこ　　　　本の『解夢書』によれば，棺の夢をみると，官位
こでつかわれているわけである②。明諾と暗諾の　　　　が得られ，吉となる。旧正月一日に食器をこわし
形式について言えば，前者は直接に象徴意味を表　　　　た（打砕）ならば，「歳歳平安」という言葉を口
現するのに対し，後者は表現が娩曲的である。喜　　　　に出すことによって，損害は利益に変わる。水上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oh餉　　　　　　　　　qi而鵠（かささぎ）や喜蛛（足高ぐも）から喜（めで　　　　住民は「沈み」をタブーとし，沈に近い発音の芹
たい事）が連想されるのは直楡であるのに対し，　　　　菜（セロリ）を浮莱とよぶ。誕生祝いは三をよし，
麟麟によって子が生まれる兆，蝶によって長寿が　　　　四をタブrし，祝祭日は四をよし，五をタブーす
象徴されるのは転楡である。それに，にんにくと　　　　ることは民俗諾音における意味転換の機能の応用
石榴で子の数が多いことを表わすことは隠楡であ　　　　である。四と死は譜音で，四の誕生祝は行なわれ
る。子を生むことは落花生や芦笙でその意味を表　　　　ないようになるが，四の行事は「四季発財」とい
わすことができ，「平安」は瓶や鞍，長生きは桃，　　　　う吉祥言葉につながっているため，「祠」（大便），
寿石，綬鳥で表現できる。反対に，獅子は太師，　　　　「無」の譜音であり，避けようとする五よりよい
少師の化身にもなり，物事の講音にもなる。麟麟　　　　とされ，意味の転換がなされるのである。このよ
　①『民族与文化』p．158－159頁趨光遠編広西人民出版社ユ990年
　②『語言与杜会生活』p．40頁陳原著三聯書店ユ980年
　③『列維一斯特労斯』p．23頁挨徳蒙・利奇著王慶仁訳三聯書店1985年
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うな言語魔術による意味転換は，譜音民俗にとっ
て見落してはいけない重要性をもっている。禁止
とは諸音による言葉のタブーである。即ち，譜音
のため起りうる意味の相互浸透を防止することで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　個nある。魚を食べる場合，ひっくりかえし（反）て
　　　　　　　　胞nはいけない。船の翻覆につながるためである。夫
　　1i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li
婦は梨を分けて食べてはいけない。分離になる恐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i自nれがあるからである。それと同様に，喪中，魚建（＝
脆n
連続）を食べることと，門の前に桑（＝喪）の木
を植えることはタブー視される。南の方では，鳴
き声が「敗，敗」に近く，不吉であるため，鴨を
飼わないところがある。以上挙げたのは，譜音民
俗の構造の禁止の例である。禁止は二つの異なる
側面があり，即ちいみな制のような聖なる物事へ
の敬畏による側面と，不吉とけがれに対する禁止
による側面であるが，「危険」とされる意味にお
いて，性質は共通しているのである。『海州民俗誌』
　　　　　　n餉　　　　　　　　　y餉には，難産の難の譜音である塩の手渡しは，若い
女性同士の間でタブーとされると載っている。関
連と禁止は対立する両極であるが，思考の基本原
理は一致するものである。関連と禁止は譜音転換
が媒介に関わっており，共に講音民俗の基本構造
を構成するものである。関連の機能は，異なる物
事の関係と影響を発見し達成させることであり，
禁止はこうした関係と影響を排除，断絶すること
である。転換は主観的な功利主義の選択を可能に
するのみでなく，俗信の「危険」が可能になった
り直面せざるを得ない事実になったりする場合，
意味を有利な面に転じさせることができる。関連，
転換と禁止という基本構造は民問生活における譜
音による象徴表現の使用の三つの基本的な類型で
もある。
　交通信号の指令系統の構造と異なり，関連，転
換と禁止の譜音民俗の構造には，価値判断が介在
している。したがって，交通信号のように，同時
に反対方向に転換することは不可能である。交通
信号の場合，通行と停止の交替は同時に行なわれ
る。漢民族の講音民俗の基本構造においては，対
応及び同時進行の系統の変化は存在しないが，こ
うしないとどうなるかというような警告と誠めは
なかに隠れている。誠めの方向は反対であり，仮
説を前提とするのである。関連或いは損害を免れ
て有利に向うことが可能ならば，民俗杜会はそれ
を放棄したり，反対の目標を追求したりするわけ
はないのである。禁止が絶対必要なものだとすれ
ば，タブーは簡単に犯されることはないであろう。
例外が起るとしても，民俗譜音の基本原理と傾向
に背くまでには至らない。山西済源王屋の山奥に
　　z邑o　　s昼ng　　jjng　　　shi
は，棄，桑，剤，柿の木材で建てられた道塾の弾
　　　　　　王自O昌童㎎　　　　　　　　　　　　jmS1築物がある。「早喪」（早く死亡すること），「今死」
（今死亡すること）との譜音から，生と死への淡
泊と，人世に対する達観が表現される。中国の民
間では，物事に対する民俗分類には，価値判断が
介在しており，善と悪，吉と凶，福と災い，安全
と危険などに分けられることによって二項対立の
意味がつけられる。民問の大衆文化においては，
古代の賢者の考え方と同様に，対立の二項は互い
に転換することができる事項とみなされ，その上
に，人工的に転換の方向をコントロールしようと
する試みが加えられる。譜音民俗の構造上の功利
主義的な傾向は，かなりの程度で中国民間文化の
根本的な性質のあらわれである。こういう基本構
造と傾向は，方言地域文化によって譜音民俗が多
少異なっても，性質としては変りはない。
　言語と文化は整えられた記号系統である。言語
の文字と記号は発音と意味が密切に結びつけられ
るため，譜音は人々の認識或いは観念で意味の過．
渡と相互浸透を実現させることができる。言語は
民族文化の基盤であり，漢語は漢民族の個性と文
化の特質を求める基本的な手がかりである。漢語
の特徴にもとづいて形成された漢民族の講音民俗
は，漢民族の基層文化の最も根本的かつ集中的な
あらわれである。漢語の記号系統から派生された
漢民族の譜音民俗は，秩序あるひとグループの記
号系統でもある。講音原理による吉祥物或いは儀
礼食品と用品のひとつひとつは，発音と意味が結
びついた異なる記号で，違った文化の情報を載せ
た記号であると考えていいであろう。記号の組み
合わせは吉祥模様また吉の言葉のように特定の意
味を表わす。記号は次第に決まって認められるも
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のであるが，再構成も白由である。記号の組み合
わせの序列と方法は記号の読解のためにコンテク
ストの背景説明を提供するが，組み合わせの規則
は譜音民俗における関連，転換，禁止という基本
構造に制約される。漢民俗の講音民俗においては，
食物と用品の儀礼化と動植物などの自然の物の文
化記号化は，同じように重要な価値をもっている。
飲食物と用品は特定の文化の情報を載せた番号ま
たは記号になり，白然の物は民間文化の構成要素
に改造され，特定の文化的意味がつけられるよう
になる。勿論，これは同時に，抽象的観念が具体
化されたり，物が聖化されたりするプロセスでも・
ある。譜音民俗によって遂しとげられた象徴記号
系統は，漢民族全体の象徴体系の基本内容を構成
している。
　譜音民俗の発達は漢民族の民問文化における言
霊崇拝の蓄積に密接に関連していると思われる。
言霊崇拝は言葉に超人間，さらに超自然的な不思
議な力が宿ると信じられる観念或いは俗信であ
り，呪い，祝い言葉，吉祥語などさまざまな言語
巫術は最も基本的な表現である。人類学者の李安
宅は，言葉の不思議な力について，「言葉に代表
された物及び達する目的は，原始信仰では，言葉
自身が物であり或いは言葉との相互感知の役割を
もっている」と指摘している①。言霊信仰の本来
の意味は，文明の発展にしたがって薄くなり，民
間文化において，次第に日常生活の言語習慣或い
は行動様式に変化してきた。しかし，これらの俗
信の信仰の背景を湖れば，「野生の思考」の基本
的な特徴は依然として残っている。名と実，言語
と物，象徴と実体，主体と客体は相互的にしかも
神秘的に浸透し，それによって互いに転換したり，
支配したりして，言語巫術の思考基盤を構成して
いる。野生の思考は「二種類の異なる現象系列で
確められていない類比を仮説する……これは同系
列の類比関係である②。」漢民族の民間俗信とし
て広く流行し，しかも深く蓄積されてきたこのよ
うな思考様式を考慮すれば，簡単にそれを原始思
　①『巫術与語言』p．13頁李安宅著上海文塾出版社
②「符号学概論」p．78頁［仏］皮挨爾・吉ダ著懐宇訳
考と呼ぶのは不適当である。それよりもむしろ，
レヴィ＝ストロースのように，野生の思考を人類
の永遠な基本的思考様式の一つだとみなしたほう
が，もっと的確であろう。
　記号の組み合わせの形式は多種多様であり，或
いは限りないものであるが，表わす意味は限られ
ている。講音民俗は方言地域文化の背景によって，
形式上で些細な違いが出てくるが，それぞれ繰り
返して強調されたテーマは相当，重なりと共通点
をみせている。漢民族の民俗諾音によって繰り返
して表現されたテーマと，民俗藷音の象徴意味の
民族化は，漢民族の民間文化の基本パターンや主
な傾向を反映している。主な傾向はつぎのように
要約される。
　一，長生きへの願望と追求。健康で長生きでき
ることは「五福」の第一位にあげられる。譜音民
俗は，可能性があるかぎり，すべての場合におい
て長生きをテーマとするのである。長生きに関わ
る講音象徴と吉祥物がおび牟だしいことは漢民族
の民間文化に現われる。世の生命への追求を反映
している。「青山が残れば，柴がなくなる恐れは
ない」，「苦しい暮しも死ぬよりはまし」など，と
いったような俗語の普及と養生術の発達は，長生
きを人生の最も重要な理想とするところに至り，
それは民俗社会の基本的な人生観をなしている。
この傾向の極端化は生命自身の意義と質に対する
軽視と，後楡文化としての世代原理の形成に大き
く影響している。
　二，子孫の限りない繁栄への祈願。子孫の長続
きは現世の限りある生命の補足と潜在意識の延長
である。漢民族の譜音民俗では，子乞いをテーマ
とする内容が非常に豊富である。民間文化にみら
れる子授け祈願は，小規模農業の自然経済と家族
本位の社会組織によって拍車をかけられ，絶頂ま
で至っている。男性中心の社会的価値観は，子だ
くさん，しかも男子がいいとする観念を家族の幸
福の中味にしたものである。子孫の長続きは同時
に祖先と家族の延長でもあり，生きている人間は，
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続いている家系の一つの輸を構成するにすぎな
い。「多子多福」，「早く木を植えれば，早く納涼
できる」，「親不孝に三つあり，後継ぎ無しは最も
大きい」というような観念に関連して，民間社会
において，世代の間隔の縮小と人口膨張の傾向は
長い歴史をもっている。民俗社会においては，家
庭の本質は性愛ではなく，後継ぎを保つことにあ
る。
　三，裕福へのあこがれ。民俗的観念の「福」は，
つねに，使い尽せない金銀，食べ尽せない穀物，
着尽せない絹織物があるというふうに解釈され
る。金銭崇拝は民間社会に深く根づいている。福
は漢民族の人々にとって，人生の幸福の総称であ
り，その内容として，まずこの世の財産，次に長
生き，後継ぎ，無事が含まれている。
　四，官位と功名へのあこがれ。功名は古代の中
国で，階層移動のための限られた道の一つである。
功名を求め，官吏になることは，民間杜会で望ま
しいことと葦れ弄。「龍子」，「貴子」，「虎子」と「麟
麟子」への期待と，科挙試験の合格祝い，才子と
美人を題材にしたポピュラーな戯曲，それに立身
出世の夢などはみな官位へのあこがれの深層心理
を反映している。官位は尊貴，財産，権勢を意味
しており，古代の中国では，官本位の観念の一般
化と，中央集権から迫られた威厳は，権カヘの畏
敬と官位崇拝という心理を発生させ，官位と功名
への祈願に関わる文化を作り上げている。
　五，慶事と喜び。漢民族は悲劇意識の薄い民族
であり，愉快な氣囲気は民間社会で，最も望しい
ものである。この世の生活に愛着を持つことは漢
民族の性格の一つと言えよう。家族団らん，親戚
や知人の訪問，新婚の部屋の花模様つきのろうそ
く，科挙試験の合格，異郷で気の許しあう友達に
出会うこと，妊娠，子の出生，紅白喜事（結婚式
と葬式，冠婚葬祭）などは「喜び」でひっくるめ
られることである。「団らん」に対する大衆のあ
こがれは，日常生活において，喜劇の連続への祈
願という大衆芸術的美意識の具体的なあらわれに
ほかならないからである。
　六，無事，調和。漢民族のこうした性格は，政
治の清廉，社会安定，天侯順調，無事即ち福，家
族の調合に対する願望に表われている。そこから，
漢民族の穏やかさ，誠実，善良，折哀的という文
化的性格がわかってくる。世の政治の清廉への祈
願と家族の健康や順調，夫婦の調合への祝福には，
同じ構造がみられるのである。
　以上指摘した六つの傾向は漢民族の譜音民俗の
価値観の全体を大まかにまとめている。それは礼
楽と儀礼を超越し，何千年もの歴史によって育ま
れ，民族全体にみられる最も広い期待になってい
る。こうした傾向から，漢民族の民俗文化の基本
パターンをまとめれば，漢民族の基層文化は現世
の功利主義的なものであると言えよう。来世への
関心が薄いことと，宗教的神秘や神聖感が弱いこ
とはその特徴をなしており，漢民族のこの世の生
活に対する愛着や，何千年にもわたって漢民族の
生存と発展に際する時の文化適応と価値判断はそ
のなかに反映されている。漢民族の譜音民俗の基
本的な価値観は健康，安全，生存，繁栄，富貴に
傾き，多少美意識，思考，認知の重要性を見落し
てしまうところがある。漢民族の譜音民俗は漢民
族の民間生活と民俗文化の全部ではないわけであ
る。譜音民俗から得た結論は，ほかの方面の研究
の訂正と補足に期待をかけたい。
（謝嘉／御茶の水大学大学院生訳）
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